
　令和を迎えて初となる五所川原立
佞武多は、好天にも恵まれ、多くの
皆さんにお越しいただき、盛況のう
ちに幕を閉じました。
　今年は、吉幾三さんや、「親子de
立ちねぷた」での子どもたち、誘致
企業の皆さんの参加もあり、例年以
上の盛り上がりを見せました。
　ご協力いただいた全ての方々に心
から感謝申し上げます。
　私も５日間、祭りに参加し、改め
て市民の皆さんの立佞武多に対する
熱い思いと、そして何よりも地域の
団結力、エネルギーを感じました。
　これからも立佞武多はもちろん、
市民の皆さんとともに、まちづくり
に取り組んでまいります。

　当市では、バレーボールを中心と
したスポーツ交流活動を通じ、スポ
ーツ振興と地域活性化を図るため、
石川県に本拠地を置くバレーボール
Ｖリーグ女子１部チーム「ＰＦＵブ
ルーキャッツ」の活動を支援するこ
ととし、８月５日、藤田徹部長、江
畑幸子選手、堀口あやか選手をお迎
えし、チームに支援書を交付しまし
た。
　これにより、当市は「ＰＦＵブル
ーキャッツ」のサブホームタウンと
なり、試合会場の確保やチームの地
域貢献活動の広報について協力する
ほか、当市においてＶリーグの公式
戦や選手によるバレーボール教室が
開催されます。
　11月30日㈯、12月１日㈰には、
市民体育館でリーグ戦が行われます
ので、ぜひ会場にお越しいただき、
熱い声援をお願いします。

　実りの秋を目前に控え、五穀豊穣
と大漁を祈願する脇元お山参詣が執
り行われ、８月29日の宵山に参加
しました。
　靄山（もややま）山頂での脇元岩木
山神社大祭前夜祭のほか、保存会と
市浦中学校の生徒の皆さんによる小
馬踊りの奉納や、大正琴演奏会など、
たいへん賑わいました。
　お山参詣は、現在、弘前市の「岩
木山」と脇元の「靄山」でのみ行わ
れている、かけがえのないふるさと
の誇りです。
　脇元お山参詣では、子どもから大
人まで地域が一体となって楽しみな
がら、しっかりと伝統が受け継がれ
ている様子を拝見し、市浦地域の強
い絆、歴史の奥深さを感じました。

　９月15日にリンクステーションホール青森（青森
市）で行われた、全日本吹奏楽コンクール第62回東北
大会に出場した金木中学校吹奏楽部の角田萌々香部長

（３年）と成田璃乙副部長（同）が８月28日、教育長を
表敬訪問しました。
　金木中学校吹奏楽部は、７月26日～28日にかけて
三沢市公会堂（三沢市）で行われた全日本吹奏楽コンク
ール第61回青森県大会の中学校小編成の部で金賞を
獲得し、東北大会出場を決めました。同部は３年連続
で東北大会へ出場しています。
　角田さんは「昨年の東北大会は、銅賞で悔しい結果
だった。今年は、東北大会で金賞獲得を目指して頑張
りたい」、成田さんは「県１位の結果に満足せず、東
北大会で金賞を獲得し、東日本大会出場を目指して頑
張りたい」と話しました。

８月５日　ＰＦＵブルーキャッツ
　　支援書交付式 ８月８日　五所川原立佞武多閉幕 ８月㆓⓽日　脇元お山参詣

　新作大型立佞武多「かぐや」をはじめ、様々な新しい試みにより運行
した今年の五所川原立佞武多は、新たな時代「令和」の幕開けにふさわ
しいものになったと思っています。
　また、今年は水不足が懸念されましたが、幸い、農作物への影響も少
ないようであり、よい出来秋となることを願っています。

ＰＦＵブルーキャッツ支援書交付式
＆立佞武多＆お山参詣

金木中学校吹奏楽部　東北大会出場

東北大会出場を報告した
角田さん（前列左）と成田さん（同右）
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12 広報ごしょがわら　10月号


